
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続的可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル ちゃぐりんフェスタ           ＪＡ名 さが （佐賀県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

次世代に担う子どもたちが「食と農」に興味を持ち、その大切さを理解するとと

もに、ＪＡの事業活動や役割を知ってもらい、協同の心を培うことを目的として

いる。 

また、子どもたちに自然や農業、食べ物の大切さを伝える雑誌「ちゃぐりん」を

テキストとして地産地消を使った食農体験の場を作る。 

２ 概要 参加人数：子ども 32名、大人 21名、計 53名 

・見学：佐賀市エコプラザ 

25人程度の 2班に分かれごみの分別等を興味深く見学し、細かな素材別に分類し

資源として利用されていることの説明を聞き夏休みの宿題の自由研究のヒントに

なればと真剣と質問されている子どもいた。 

 

・体験：ピザ＆メロンパン作り 

各家族、友達 6～7 人の班に分かれて能美の郷の方の適切な指で地元の小麦粉「チ

クゴイズミ」でパンの生地を丸め、色々な形に仕上げ焼き上がりのパンに喜んで

いた。 

また、パンの焼き上がり時間を利用して、「ちゃぐりん食農」クイズを行い、購読

に繋がるように努めた。 

３ 成果 

（効果） 

「食・農・環境」について親子で興味を持ってもらうことができた。 

単なるごみ出しではなく再利用しやすいように気をくばりごみ出しを行っていき

たい等、参加者から感想をいただいた。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も活動を継続していきます。 

 

 


